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The lectures are open not only to researchers but also to a wide range of 

teachers and staff, and are designed to help participants learn from each 

other through lectures by the director and specially-appointed staff 

members, as well as through their own classroom practice, to improve 

their professional skills as teachers and staff, and to deepen exchanges 

between the Institute and school sites.

C O N C E P T

教 育 研 究 所  土 曜 公 開 講 座

　この講座は広く教職員を対象とし、所長及び特任所員による講
話や、参加者の授業実践などを通して学び合い、教職員としての
職能向上を回るとともに、教育研究所と学校現場との交流を深
めることを目的としています。

・・・けど
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「学級づくり・授業づくりの悩みを語り合いたい」

一人で学ぶよ り も 、 同 じ教育者同士 ・仲間の取 り組んでいるこ とや
感 じている ものを聞 く こ とで視野が広が り 、 自 らの実践へと繋が っていきます 。

土 曜 公 開 講 座
令和５年度

「私の実践を一緒に振り返ってもらいたい」

「仲間の実践や悩みを聞いてみたい、学びたい」

貴重な先生方の講義を直接聞 く だけでな く 、 仲間 と同 じ悩みを共有し 、
話すこ とで新しい考えや捉え方をイ ンプ ッ ト できます 。

実践を仲間と話 し合 う こ とで 、 『 そ の時の関わ り 』 が子ど もた ちに と って
『 何に繋が っていけたのか 』 を確認するこ とが出来 、 よ り濃い振 り返 り を行 う事ができます 。



協議テーマ

６ /３（土）スプリングセミナー

講 座 内 容 ( パ ネ リ ス ト 紹 介 )

職歴：

東京理科大学理工学部助教授、東京大学大学院教育学研究科教授、同研究科長、青山

学院大学文学部教授、同社会情報学部教授、田園調布学園大学大学院人間学研究科

教授、東京大学・青山学院大学名誉教授、日本認知科学会フェロー、日本教育工学会名誉

会員、信濃教育会教育研究所第7代所長（現在に至る）

９ / 2（土）　サマーセミナー

1 0 / 7（土）オータムセミナー①

1 1 / 2 5（土）オータムセミナー②

1 2 / 1 6（土）ウィンターセミナー

佐伯　  胖

松木　健一

岩川　直樹

髙栁　充利

奈須　正裕

所長

特任所員

特任所員

特任所員

特任所員

職歴：

福井大学理事・副学長

職歴：

埼玉大学教授

職歴：

日本学術振興会特別研究員、信州大学教育学部助教、米国ニューヨーク大学客員研究

員、信州大学学術研究院教育学系准教授（現在に至る）

職歴：

上智大学教授

協議テーマ

協議テーマ

協議テーマ

協議テーマ

「 語 り 合 お う！今 の 教 育・未 来 の 教 育 」

「 子 ど も を み る 」か ら は じ ま る
　 　 　 　  学 級 づ くり・授 業 づ くり

イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 を 考 え る

子 ど も に『 よ り そ う 』と は

ゆ っ た り・た っ ぷ り の 学 び

個 別 最 適 な 学 び と 共 働 的 な 学 び



講 座 の 流 れ

参 加 者 の 声

　自分の今までの実践について，どんなことに価値があって，『これから大切にしていくことは
何か』を見返すことでき，有意義でした。
　具体的な事例も入れていただき，身近に感じられたことがとてもよかったです。著名な専門
の先生から、教育での問題を丁寧に説明し、最新の情報を知らせていただいた中で、
自分の居るところでじっくりと見聞きし得ることができるのは、大変ありがたいです。
　このような機会が多くあると為になると思います。この講義を通して、【信州教育】を大事に
したいことが分かりました。 

　これからの教育のあり方について、改めて考えさせられる内容でした。
自分の実践を振り返ると、子どもに何かを身につけさせるという「支配的な教育観」であった
ことが多く、当時の子どもたちに申し訳ない気持ちにもなりました。
　互いのふれあいと分かち合う豊かさを大切にしていくこと、育った姿よりも「今育ちつつある
姿」に寄り添うことの大切さについて、実践例からイメージができました。
　まずは、自分がそんな子どもたちの姿や先生方の実践を見取り、伝えていきたいと思います。  

　大変よい貴重な機会となりました。まさに教育の原点、子どもとの向き合い方を改めて教え
ていただけました。今，この時に最も求められている【私たちの姿勢】であると感じます。
　コロナ禍で参加しての講演会等ができない中で、こうしてオンラインで講座を開催していた
だき、大変ありがたく思います。オンライン参加という形で受講する事ができることは、大変
ありがたいです。  

教育研究所の研究員が

自分自身の実践と、 そこでの

悩みを語る。

実践を通して、 参加者が

悩みや課題を語り合い、 所長 ・

特任所員と研究員と共に考え

を深める。

質疑 ・ 懇談を含めた

所長 ・特任所員の講話

講座で得た考えや取り組みを

明日からの実践に是非活用しま

しょう。

STEP１ STEP2 STEP3 STEP4

前半の部 後半の部


